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学 校 医 会 ニ ュ ー ス

　令和５年５月11日～ 14日にパシフィコ横浜にて

第96回日本整形外科学会学術総会が開催され、14日

の「運動器検診とどう向き合うか－現状と課題―」

のシンポジウムに座長の推薦で―会場でそのことを

知りましたー上記演題を発表しましたので、報告し

ます。

　学校医による専門医受診指示率は小学校より中学

校・高校で高く、全学校の経年的推移を見ると、脊

柱については0.9％から0.8％とほとんど変化なく、

四肢の状態の項目では1.6％から0.5％と低下し、特

にコロナ禍から低下が顕著となっています。その現

状とともに、２月に行った運動器検診についてのア

ンケートから得られた先生方の意見をまとめ、整形

外科の先生方に報告しました。まとめのスライド原

稿は下記の通りです。

　運動器検診の現状と課題

　●　運動器検診導入の効果

　　　 脊柱側弯や隠れていた四肢の疾患が多く見つ

かった

　　　 四肢の状態の有所見者や専門医受診の指示は少

なくなり管理すべき児童生徒は減少している

　●　今後の課題

　　　整形外科受診率の向上（特に中学生と高校生）

　　　新しい有所見者の出現の抑制

　●　整形外科医への要望

　　　児童生徒に運動器疾患の管理と予防の啓発

　　　 学校医に専門医受診にすべき要点を適時に情

報発信

　　　検診の分担を検討

　他の４人の発表者は、札幌市PTA共済会理事長、

兵庫県たつの市の養護教諭、熊本市の整形外科医と

山口県宇部市の整形外科医でした。整形外科医から

はそれぞれの都市の検診結果を報告するものであ

「京都市立学校における運動器検診」の発表を終えて

前会長　　林　　　鐘　声

り、学校医でなく整形外科医が出番となっていたの

は、運動器検診前から脊柱側弯検診を担ってきたこ

とから、教育委員会とも学校とも関係が深くなって

いたことが背景にあったものと推測しています。宇

部市では規模も関係してか、整形外科受診率が50

～ 60％もあり、30％前後の京都市とは大きな違い

でした。

　脱衣の問題が取り上げられ、京都市の取り組み方

を京都新聞や朝日新聞の報道も含めて説明を致しま

した。脱衣で側弯検診をすると最初に記したのは私

であるとの座長の発言を受けて、脱衣でないと見逃が

しや精度が落ちることなどを改めて広報することを提

案いたしましたが、学校での側弯検診の機器使用のモ

デル事業を主導している現在の立場としては、応えら

れるはずもないことでした。機器導入となれば脊柱側

弯検診事業となり、その中心は整形外科医になること

から整形外科医が学校に入る糸口となることも遠慮し

た動きと理解しています。コストベネフィットのた

めか、文科省も教育委員会もモデル事業には乗り気

ではない現状に、こども家庭庁からの経済的支援を

要請するとも述べていました。整形外科医が運動器

検診により深くコミットすることは、学校医として

大いに歓迎するところであり、宇部市のように受診

率の向上にもつながると期待されます。

　座長を務められた新井貞夫先生がまとめた「内科

校医が行う運動器検診と事後措置」（日医雑誌　第

146巻６号　平成29年９月）は学校医にとって極め

て有用な論文であり、府医師会の学校保健委員会の

「運動器検診の現状と問題点」の答申書（令和元年

５月）の参考資料として掲載しています。今回のシ

ンポジウムでは整形外科医から続編となる報告がな

く残念でしたが、近いうちに出ることを期待します。

　初鰹辛子がなくて涙かな
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　　　　　　　　　　　小　西　正　則　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　（洛央小学校）

　2023年４月より洛央小学校の学校医を拝命いたし

ました。

　私は、京都市下京区仏光寺通高倉角にある仏光寺

診療所の院長として診療しております。

　洛央小学校は、京都市下京区の商業地にあり、歴

史のある美しい小学校です。祖父・父・私と３代に

渡り、地域のかかりつけ医として、児童の健康管理

に関わることができることを大変うれしく思いま

す。

　学校の先生方、PTAやご家族の皆様と協力して、

児童が安心して学校生活を送れる環境を支えていき

たいと考えております。

　今後とも何卒ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い

申し上げます。

　　　　　　　　　　　花　岡　信太朗

　　　　　　　　　　　　（御所東小学校）

　2023年度より御所東小学校の校医を拝命致しまし

た花岡です。

　大学病院で新生児科医小児科医として勤務した

後、2022年度より足立病院に勤務しております。地

域のかかりつけ医として、こどもたちの診療に関わ

ることができる喜びを日々感じております。学校医

として、こどもたちの健康管理に貢献できるよう努

めます所存です。

　皆様、ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上

げます。

　　　　　　　　　　藤　田　真　也　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（御室小学校）

　令和５年４月より京都市立御室小学校の校医を務

めさせていただくことになりました。

　私は平成13年に竜安寺クリニックで開業し、近隣

の地域医療に貢献できるように努めてまいりまし

た。今回御室小学校の校医を拝命し、より一層地域

と結びつく機会を与えてくださり感謝しています。

児童が安心して学校生活を送れるよう学校の先生方

と協力しながら微力ながら務めさせていただく所存

です。

　今後とも皆様のご指導ご鞭撻のほど何卒よろしく

願い申し上げます。

　　　　　　　　　　和　田　幹　生　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（洛水中学校）

　2022年12月から洛水中学校の校医を拝命致しまし

た。

　私は、家庭医・総合診療医として、地域の病院や

へき地の医療機関での勤務を経て、2020年から淀の

金井病院で勤務しております。

　普段の外来でも、心身に不調を訴えられる生徒さ

んを拝見することがありますが、今後は校医として

も、地域でのよりよい学校生活に結び付くように、

学校関係の方々や他の先生方とも協力して健康問題

に取り組んでいきたいと考えております。

　これからのご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしく

お願い致します。

 新 任 校 医 挨 拶  
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　　　　　　　　　　後　藤　武　近

　　　　　　　　　　　（東山総合支援学校）

　2023年４月から東山総合支援学校の校医を拝命致

しました。

　私は東山区の北端、三条神宮道で1999年４月に内

科の診療所を開業。専門は呼吸器内科ですが、東山

区は高齢化も進み独居の方も多く、最近は在宅診療

も非常に増えています。

　学校医は初めての経験で、最初は皆様にご迷惑を

お掛けすることも多々あろうかと思いますが、少し

でもお役に立てるように、専門外のことも勉強して

努めていく所存でございます。

　何卒暖かい御指導をよろしくお願い申し上げま

す。

　　　　　　　　　　太　田　英　吾　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（呉竹総合支援学校）

　2023年度より呉竹総合支援学校の学校医を拝命い

たしました。

　私は伏見区の桃山地区にて、2019年より整形外科

医院を継承し、地域医療に携わっております。肢体

不自由や知的障害のお子様の診療に、滋賀県の前任

地で10年間従事しておりました。

　医院継承を機に一 度は離れてしまいましたが、

この度、同様の診療に再び携わる機会を頂き大変う

れしく思います。

　生徒達がより良い学校生活を過ごせるように取り

組みたいと考えております。

　今後とも皆様のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお

願いいたします。

　　　　　　　　　　内　田　亮　彦　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（凌風小中学校）

　このたび、京都市立凌風小中学校の校医を拝命、

就任しました。

　凌風小中学校は南区の３小学校と中学が一体化さ

れ2012年に開校した小中一貫校です。

　今回初めての校医就任で慣れないこともあるかと

思いますが、皆様のお力もお借りして精一杯務める

所存です。よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　中　野　稲　子　

　　　　　　　　　　　　（朱雀第二小学校）

 　2023年度より、朱雀第二小学校の校医を拝命い

たしました。

　同校近隣に開業して間もなくの任に大変恐縮し

ておりますが、子どもたちの日々の生活や学習環

境に接する機会を得て大変うれしく思っています。

　関係者の皆様にご指導いただきながら、務めさ

せていただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

　　　　　　　　　　田　代　雅　裕　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（蜂ヶ岡中学校）

　令和５年４月より蜂ヶ岡中学校の校医を拝命いた

しました。

　自身の出身中学から徒歩10分も離れていません

が、これまであまり関わることがありませんでした。

折角の機会に校区のことを新たに学びつつ、生徒の

健康管理に役立てればと思います。

　先生方のご指導を承りますようよろしくお願い申

し上げます。
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出席者　        杉本会長、井本・山内副会長、安野専務理

事、大久保・川勝・中嶋・西村各常任理事、

嶋元眼科学校医会理事、平杉耳鼻咽喉科専

門医会理事、林議長、長村・東道監事、木

﨑顧問

会長挨拶

＜報告事項＞

１．色覚相談事業　５／９　１名、５／ 16　２名、

　　　　　　　　　５／ 30  １名　

２．精神衛生研究会　５／ 11　

３．第96回日本整形外科学会学術総会　５／ 14

　　於：パシフィコ横浜　林

４．健診問題について市教委との協議

　　５／ 12、 ５／ 17、 ５／ 24　林・井本・杉本

５．京都市学校保健会　第１回常務委員会

　　５／ 16　川勝

６．京都学校保健会　理事会・評議委員会 ７／ 11

７．第45回近畿学校保健連絡協議会 ７／ 27 13：00～

　　於：奈良公園バスターミナルレクチャーホール　

　　杉本

８． 「梅毒および性感染症に関する研修会」への後

援ならびに広報のご依頼について

　　令和５年10月21日（土）14：00 ～ 16：15

　　於：京都府医師会館３F＋ＷＥＢ

９． 今後の学校統合予定と令和５年度末でご勇退の

先生：市教委より確認依頼

10． 上京中学校の豊田武夫先生（前上京支部長）が

　　６月末でご辞任

11．  健診欠席者の取り扱いについて　医院で行う場

合、保険診療の対象にならない

12．その他

　　 健診前に担任が体育の授業を実施した事に対す

る学校医からのご意見について

＜協議事項＞

１． 体育坐りについて

２．京都市教育委員会との懇談会の協議題について

　　７／１　17：00 ～

　　於：ホテル日航プリンセス京都

　　・ 木﨑先生よりご提案 「成長曲線に基づく児童

　　　・生徒の健康管理」について

　　・京都府眼科学校医会からの議題

３．全理事会について　８／５　17：30　場所未定

４．その他　

　　 10月28日の陸上・持久走記録会の医務派遣につ

いて

　　指定学校医制度の単位集計について

 ＜関連学会・各種協議＞

１．色覚相談　６／６　１名、６／ 13　２名

　　　　　　　　　　　　　　　　　（待機者１名）

２．精神衛生研究会　６／８　14：00 ～

３．第74回指定都市学校保健協議会・学校医研修会　

　　６／ 10　15：00 ～ 18：00　ＷＥＢ　

　　守上、嶋元先生、平杉先生

４．第74回指定都市学校保健協議会　６／ 11

　　9：00 ～ 16：30　ＷＥＢ　杉本・井本・山内

５．ツベルクリン反応検査（全日14時～）

　　接種　６／ 12、判定　６／ 14

　　　於：京都市教育委員会　体健室（元有済小）

　　　長村、井本

　　接種　６／ 13、判定　６／ 15

　　　於：京都市総合教育センター　川勝

　　接種　６／ 19、判定　６／ 21　

　　　於：京都市教育委員会　体健室（元有済小）　

　　　長村、杉本

　　接種　６／ 20、判定　６／ 22

　　　於：京都市総合教育センター　大久保

６．令和５年度　京都市学校医会研修会　ＷＥＢ　

　　６／ 24　15：00 ～ 16：30

　　講演「今どきの月経トラブル対処法」

　　京都大学大学院医学研究科婦人科学産科学

　　助教 江川美保先生、座長：井本

７． 三師会　６／ 24　18：00 ～　於：鶴清

　　杉本・井本・山内・安野、嶋元先生、平杉先生

８．第３回常任理事会　７／１　15：00 ～

　　於：事務局

９．市教委との懇談会　７／１　17：00 ～

　　於：ホテル日航プリンセス京都

10．その他　

　　 ６／ 28、７／５ 事務員有給休暇取得により事

務局お休み

第 2 回　 常任理事会

令和５年６月３日　於　事務局


